
１・２　食べる人を思い浮かべて―。
真っ赤に漬かる秘密は「カブス」
３　普段は料理をしない男性も参加
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「北伊予老人クラブ」
伝統を受け継ぐ
緋のカブ・赤カブ漬け作り
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　皆さんは、「緋のカブ・赤カブ漬け」を知ってい
ますか。北伊予に伝わる郷土料理で、その鮮やか
な紅色が正月料理に彩りを添える冬の風物詩で
す。11月下旬、今年も北伊予老人クラブの皆さん
が協力してカブ漬け作りに励みました。
　調理に使うカブは、同クラブ会長の弓達利雄さん
＝出作＝の畑で採れたもの。適した気候風土で限ら
れた期間に種まきをしないと上手く育たない上に、
病気になりやすいという緋のカブですが、今年も無
事に200㎏ほど用意できました。収穫、水洗い、塩漬
け、本漬け、かき混ぜ作業、袋詰めなど何日もかけて
多くの工程をこなすカブ漬け作り―。でも作業中の
皆さんからは笑顔と笑い声が絶えません。その笑顔
の秘密は、仲間と一緒に作業する楽しさにあります。
　同クラブは、校区内にある9地区のうち5地区の
各老人会が集まったもの。65歳以上の人なら誰で
も入会できますが、年々加入者数は減るばかり―。

「役を引き受ける人が少なくなっている」と嘆く弓
達さんは、「同じ校区でもよその地区は知らん人が
多い。でも知らん人同士が顔を合わせると一つの
つながりができる。活動を通して北伊予を一つに
したい」と願っています。家の外に出て、仲間と活
動することが「伝統」を守ることにもつながる老人
クラブ。皆さんも、一緒に活動してみませんか。
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■松前町ホームページアドレス　https://www.town.masaki.ehime.jp/　■携帯電話　http://www.town.masaki.ehime.jp/mobile
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